
本年度の「きたみ菊まつり」は新型コロナウイルス感染症の収束が見込めず
中止となりましたが、10月下旬には、同まつり用に栽培された菊が中心市街
地に展示されました。市内の紅葉とともに市民の目を引きつけていました
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創
立
80
周
年
記
念
式
典

11
月
19
日
（
木
）　
ホ
テ
ル
黒
部

　

当
所
は
、
11
月
19
日
（
設
立
認
可
日
）

に
参
集
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
の
感
染
症

対
策
を
講
じ
て
開
催
す
る
創
立
80
周
年
記

念
式
典
で
、
永
年
経
営
継
続
会
員
事
業
所

表
彰
を
行
い
ま
す
。

　

同
表
彰
の
対
象
は
、
北
見
市
内
で
の
経

営
40
年
以
上
で
、
当
所
会
員
を
10
年
以
上

継
続
し
て
い
る
事
業
所
で
す
（
申
請
事
業

所
）。

　
総
務
委
員
会
で
審
査
・
承
認

　

9
月
8
日
の
総
務
委
員
会
で
は
、
創
立

80
周
年
記
念
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
（
今
後
の
当
所
の
取
り
組

み
）
に
つ
い
て
協
議
。
80
周
年
記
念
式
典

の
内
容
や
来
賓
、
招
待
者
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
20
日
の
総
務
委
員
会
で
は
、
80
周

年
記
念
事
業
、
令
和
3
年
新
年
交
礼
会
に

つ
い
て
協
議
。
永
年
経
営
継
続
会
員
事
業

所
表
彰
に
係
る
申
請
75
社
の
審
査
結
果
、

同
記
念
式
典
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
会
員
事
業
所
表
彰
の
経
営
継
続
年
数

別
の
内
訳
は
、
１
０
０
年
以
上
10
社
、
90

年
以
上
７
社
、
80
年
以
上
５
社
、
70
年
以

上
15
社
、
60
年
以
上
15
社
、
50
年
以
上
12

社
、
40
年
以
上
11
社
。（
担
当　

総
務
部
）

永
年
経
営
継
続
会
員
事
業
所

永
年
経
営
継
続
会
員
事
業
所
7575
社
を
表
彰

社
を
表
彰

１
０
０
年
以
上
10
社
、
90
年
以
上
7
社

［100年以上継続］
岡村建設㈱（124 年）、㈱ホテル黒部（118 年）、㈱安田鉄工所（112 年）、

ホテルパコジュニア北見（110 年）、北見冷蔵㈱（107 年）、㈱海田

鋼材（104 年）、小西畜肉㈱（同）、㈱斉藤商店（102 年）、㈱イダ（101

年）、㈲橋本家具店（同）

　

［90年以上継続］
永田製飴㈱（99 年）、㈱田巻美石園（98 年）、㈱マルモ（95 年）、

㈱目黒新聞店（94 年）、㈱林鉄工（93 年）、㈱吉崎工業所（同）、

北見信用金庫（90 年）

［80年以上継続］
北見石灰工業㈱（87 年）、㈲小柳仏壇店（同）、㈱菓子處大丸（86 年）、

㈱松浦板金工業所（同）、㈲ハッカ豆本舗（80 年）

［70年以上継続］
㈱北海道新聞社北見支社（78 年）、㈱中村陶苑（75 年）、㈱倉本

鉄工所、桑原電工㈱、桑原電装㈱、桑原冷熱工業㈱、北新砂利㈱、

水沢エース㈱、三ッ輪運輸㈱北見支店、三好メディカル㈱、村井小

泉建設㈱（以上 74 年）、三和工業㈱（71 年）、㈱舟山組（同）、北

見通運㈱（70 年）、㈱北辰工業（同）

［60年以上継続］
㈱天内工務店、㈲日日ベーカリー、㈱北海道銀行北見支店（以

上 69 年）、㈱坂井印刷、㈱ほくべい、横井電気㈱（以上 68 年）、

㈲田丸商事（66 年）、㈱田中鋳造工場、㈱長谷川建材、水元建設

㈱（以上 65 年）、㈱時枝工業（64 年）、北見情報技術㈱、㈲サン

ケイプリント社、北海道糖業㈱北見製糖所（以上 63 年）、㈱北海

道建設新聞社北見支社（61 年）

［50年以上継続］
北辰土建㈱（58 年）、安田自動車整備工場（同）、㈱安全（57 年）、

大槻理化学㈱（同）、札幌テレビ放送㈱北見放送局（56 年）、北洋

建設㈱（同）、一般財団法人北海道電気保安協会北見支部（54 年）、

税理士法人秋山会計（52 年）、㈲山口電気（同）、㈱中神土木設計

事務所、ネッツトヨタ北見㈱、理容タカダ（以上 51 年）

［40年以上継続］
大幸建設㈱（46 年）、㈱サン園芸（45 年）、光洋自動車㈱（44 年）、

㈱マルニ西木材店（同）、北見管工事事業協同組合（43 年）、㈱ユ

ニコロン（42 年）、㈲アキヤマ、河西建設㈱、㈱ハリカ北見店（以

上 41 年）、帰山工業㈱（40 年）、㈱山本工務店（同）
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当
所
は
第
２
回
会

員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

を
９
月
29
日
、
会
員

事
業
所
25
社
か
ら
31

人
が
参
加
し
、
北
見

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
実
施
し
ま
し
た
＝

写
真
＝
。

　

８
組
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
プ
レ
ー
し

て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
同
ゴ
ル
フ
大
会
。

今
年
も
清
秋
の
１
日

を
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

会
員
相
互
の
交
流
と

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

成
績（
ベ
ス
ト
３
）

は
下
記
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

◇
優　

勝　

渡
部
正
勝
（
北
神
産
業
㈱
）

　

◇
準
優
勝　

�

森
本
淳
志
（
㈱
日
本
政
策

金
融
公
庫
北
見
支
店
）

　

◇
３　

位　

斉
藤
兆
弘
（
㈱
や
の
組
）���

��

（
担
当　

酒
井�

正
則
）

81
事
業
所
４
４
１
人
が
受
診

秋
の
定
期
健
康
診
断

　

当
所
は
、
秋
の
定
期
健
康
診
断
を
９
月

28
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
、
北
見
綜
合

卸
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。
81
事
業
所
・

４
４
１
人
が
受
診
し
ま
し
た
。

　

定
期
健
康
診
断
は
春
と
秋
の
２
回
で
す

が
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
春
の
同
健
診

を
中
止
し
ま
し
た
。

　

当
所
は
、「
健
康
経
営
」
を
事
業
計
画

に
盛
り
込
み
、
胃
が
ん
リ
ス
ク
層
別
検
査

な
ど
の
追
加
、
ミ
ン
ト
共
済
加
入
者
に
対

す
る
検
診
料
一
部
助
成
な
ど
、
同
健
診
の

充
実
・
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

���

（
担
当　

中
島�

沙
織
）

北
見
市
初
の
実
施
「
情
報
処
理

　
技
術
者
試
験
」
に
29
人
が
受
験

　

北
見
市
で
初
の
国
家
試
験
「
情
報
処
理

技
術
者
試
験
」
が
10
月
18
日
、
栗
原
学
園

を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
が
情
報
処
理
の
促
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
情
報
処
理
技
術
者
と

し
て
の
知
識
や
技
能
が
一
定
水
準
以
上
で

あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
国
家
試
験
。

　

当
所
が
受
託
し
実
現
し
た
も
の
で
、
春

期
の
同
試
験
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
。
秋
期
試
験（
試

験
区
分
の
一
部
延
期
）
に
は
29
人
が
受
験

し
ま
し
た
。　

�

（
担
当　

後
藤�

達
哉
）

第２回会員親睦ゴルフ大会
25社31人がプレー楽しむ
優勝は渡部さん（北神産業）
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ハ
サ
ッ
プ
義
務
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
取
り
組
み
学
ぶ

　

当
所
主
催
の
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ

プ
）
完
全
義
務
化
対
応
セ
ミ
ナ
ー
」
が
９

月
１
日
、
受
講
者
10
人
の
参
加
に
よ
り
、

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

食
品
衛
生
法
の
一
部
改
正
で
食
品
を
扱

う
事
業
者
に
対
し
国
際
的
な
衛
生
管
理
基

準
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
険
度
分
析
に
よ
る

衛
生
管
理
）」
が
義
務
（
制
度
）
化
さ
れ

ま
す
（
１
年
間
の
猶
予
で
令
和
３
年
６
月

か
ら
完
全
制
度
化
）。

　

受
講
者
は
、講
師
の
水
村
義
人
さ
ん
（
㈱

キ
ュ
ー
・
ア
ン
ド
・
シ
ー
取
締
役
統
括
部

長
）
か
ら
、
同
法
改
正
の
概
要
、
ハ
サ
ッ

プ
の
基
礎
知
識
、
義
務
化
に
向
け
た
対
応

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

小
規
模
事
業
者
等
（
50
人
未
満
の
事
業

所
）
に
は
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を

取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」、
中
規
模
以
上

の
事
業
者
に
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ
く

衛
生
管
理
」（
衛
生
管
理
を
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
）
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

水
村
さ
ん
は
、
小
規
模
事
業
者
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
厚
労
省
の
「
業
種
別
手

引
書
」（
約
80
業
種
）
を
入
手
（
Ｈ
Ｐ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
し
、
ま
ず
ポ
イ
ン
ト

を
理
解
す
る
、「
分
か
り
に
く
い
場
合
は

自
社
と
同
じ
よ
う
な
食
品
分
野
を
参
考
に

イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る
」
な
ど
と
助
言
。
同

手
引
書
を
参
考
に
自
社
の
衛
生
管
理
の
文

書
化
と
し
て
「
衛
生
管
理
計
画
」
の
作
成
、

同
計
画
に
基
づ
く
実
践
、
確
認
・
記
録
の

流
れ
に
沿
っ
て
、
事
例
を
交
え
て
説
明
し

て
い
ま
し
た
。　
　

（
担
当　

後
藤�

達
哉
）

 「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の

　
　
考
え
方
、
基
本
を
学
ぶ

　

当
所
中
小
企
業
相
談
所
、
北
海
道
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
、
（
公
社
）
北
見
地
方
法
人

会
主
催
の
「
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」
が

９
月
25
日
、
９
人
の
参
加
に
よ
り
、
北
見

経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

政
府
の
「
働
き
方
改
革
」
は
、
労
働
力

不
足
を
背
景
に
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、

正
規
・
非
正
規
の
不
合
理
な
処
遇
の
差
の

解
消
、
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
目
指
し

た
も
の
。

　

講
師
の
藤
田
貴
史
さ
ん
（
社
会
保
険
労

務
士
・
中
小
企
業
診
断
士
）
は
、
ま
ず
政

府
が
推
進
す
る
「
働
き
方
改
革
」
の
全
体

像
に
触
れ
、
同
改
革
の
目
玉
の
１
つ
で
、

来
年
４
月
に
中
小
企
業
に
も
義
務
化
さ
れ

る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」（
同
じ
労
働

に
対
し
て
同
じ
賃
金
を
支
払
う
）
に
つ
い

て
、「
対
象
は
正
社
員
と
非
正
規
社
員
と

の
待
遇
差
」「
合
理
的
な
理
由
が
あ
れ
ば

Ｏ
Ｋ
」「
役
割
に
応
じ
て
待
遇
差
を
設
け

る
。
待
遇
差
を
説
明
で
き
る
こ
と
、
で
き

な
い
と
こ
ろ
は
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど

と
考
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
厚
労
省
の
取
組
手
順
書
（
Ｈ

Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
沿
っ
て
、
①
法

の
対
象
と
な
る
雇
用
形
態
の
確
認
、
②
待

遇
の
状
況
の
確
認
、
③
待
遇
に
違
い
が
あ

る
場
合
の
考
え
方
の
整
理
、
④
違
い
が

あ
っ
た
場
合
の
「
不
合
理
で
は
な
い
」
と

説
明
で
き
る
整
理
ま
で
早
期
に
取
り
組
む

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
（
以
降
の
手
順
は
改

善
の
検
討
、
改
善
計
画
）。
同
セ
ミ
ナ
ー

終
了
後
、
個
別
相
談
会
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
担
当　

安
藤�

辰
徳
）

セ
ミ
ナ
ー ハサップ完全義務化対応セミナー

働き方改革セミナー
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新
人
の
悩
み
「
共
有
」
し
、　

　
職
場
や
仕
事
の
実
践
学
ぶ

　

当
所
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
が
主
催
す

る
「
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」

が
10
月
21
日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
例
年
3
月
の
「
新
入
社
員
研
修

講
座
」
の
中
止
を
受
け
、
対
象
者
を
令
和

２
年
度
採
用
社
員
に
絞
り
込
み
企
画
し
た

も
の
。

　

参
加
者
は
10
社
・
17
人
、
講
師
は
同
講

座
で
長
年
講
師
を
務
め
て
い
る
㈱
日
本
ビ

ジ
ネ
ス
社
社
長
の
佐
々
木
隆
浩
さ
ん
。

　

研
修
は
、
受
講
者
一
人
ひ
と
り
が
入
社

後
半
年
で
の
仕
事
上
の
悩
み
等
を
述
べ
、

新
人
が
抱
え
る
課
題
等
を
「
共
有
」「
理
解
」

す
る
形
で
ス
タ
ー
ト
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
参
加
者
の
悩
み
等
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
社
会
人
・
職
場
の
マ
ナ
ー

や
ル
ー
ル
を
は
じ
め
、
交
渉
術
、「
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）」
の

基
本
、
上
司
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い
て

助
言
。

　

職
場
に
慣
れ
て
き
た
こ
の
時
期
、
受
講

者
は
、
具
体
的
な
実
践
例
の
紹
介
や
提
案

に
刺
激
を
受
け
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
担
当　

武
田　

�

卓
）

 ハサップ完全義務化対応セミナー

新入社員フォローアップ研修

管内企業21社と11大学の担当者が情報交換

スキャナビフォーラム inオホーツク

　オホーツク商工会議所協議会と北海道商工会議所連

合会の主催による「スキャナビフォーラム 2020�in オホー

ツク」が９月25 日、北見経済センターで実施されました。

　同フォーラムは、大学の就職担当者と企業経営者・人

事担当者が交流を深め、より多くの学生が道内に就職で

きる環境整備を目指すことが目的で、昨年に続き２回目。

　今回は、コロナ禍の中、オンラインによる参加を交え、

「３密」回避の運営とし、11 大学（道外２校、オンライ

ン６校）、北見市内はじめ管内企業 21 社が参加しました。

　まず北海道クリエイティブ㈱吉田聡子社長、北見工業

大学、北海学園大学、専修大学の担当者がコロナ禍で

の学生の就職活動や内定状況などの情報を提供。この

中で、オンライン化や大人目線の対応、情報発信の重要

性などが強調されていました。

　このあと、名刺交換やあいさつをし情報交換に入り、

参加者は、飛沫防止スタンド越し、パソコン画面を通じ

て、最新の情報や状況を伝達・収集しようと熱心に意見

交換を行い、同フォーラムを通じて、改めて企業と大学

との連携の重要性も感じていたようです。

�（担当　後藤�達哉）
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当
所
は
、「
新
北

海
道
ス
タ
イ
ル
」

構
築
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
の
飲
食
店
を

中
心
に
、
事
務
局

職
員
が
９
月
に
は

市
街
地
、
10
月
に

は
郊
外
を
集
中
巡

回
、
同
ス
タ
イ
ル

の
実
践
・
浸
透
に

向
け
て
助
言
・
点

検
し
、
感
染
防
止

の
取
り
組
み
を
確

認
し
た
の
ち
、「
新

北
海
道
ス
タ
イ
ル
」

ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

布
・
掲
示
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
、
社
会
経
済
活
動

の
両
立
を
目
指
し
、「
新
北
海
道
ス
タ
イ

ル
」
の
実
践
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
安
心
宣
言
に

係
る
事
業
者
の
取
り
組
み
は
、
①
マ
ス
ク

着
用
・
小
ま
め
な
手
洗
い
、
②
健
康
管
理

の
徹
底
、
③
施
設
内
の
定
期
的
な
換
気
、

④
設
備
・
器
具
な
ど
の
定
期
的
な
消
毒
・

洗
浄
、
⑤
人
と
人
と
の
接
触
機
会
の
減
、

⑥
来
店
者
へ
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い

の
呼
び
か
け
、
⑦
感
染
症
対
策
の
可
視
化
、

⑧
北
海
道
コ
ロ
ナ
通
知
シ
ス
テ
ム
の
導

入
・
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
掲
示
。

　

同
通
知
シ
ス
テ
ム
は
、
施
設
利
用
者
、

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
か
ら
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
同
日
に
同
一
施
設
の
利
用
者

に
、
道
か
ら
Ｅ
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
も
の
。

道
庁
Ｈ
Ｐ
の
申
請
用
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
印
刷
）
で
き
ま
す
。

（
担
当　

安
藤�

辰
徳
）

　

当
所
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
市
の
支
援
策
「
北
見
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
」
に
協
賛
し
、
同
商

品
券
を
取
り
扱
う
加
盟
店
に
登
録
し
た
当

所
の
会
員
事
業
所
を
対
象
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
（
１
㍑
）
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

同
商
品
券
（
1
万
３
０
０
０
円
分
を

1
万
円
で
10
万
冊
発
行
）
は
９
月
30
日
か

ら
12
月
末
ま
で
加
盟
店
で
使
用
で
き
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
配
布
は
、
同
感

染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
使
用
し
、

来
店
者
の
不
安
感
緩
和
や
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

同
消
毒
液
容
器
の
ラ
ベ
ル
に
は
、「
街

を
元
気
に
！
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
北

見
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
の
コ
ピ
ー
、
新

北
海
道
ス
タ
イ
ル
の
Ｐ
Ｒ
を
添
え
ま
し
た
。

　

該
当
事
業
所
に
「
引
換
券
」
を
郵
送
し
、

当
所
事
務
局
で
９
月
中
旬
か
ら
配
布
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　

（
担
当　

宮
本�

幸
喜
）

　

当
所
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
の
た
め
７
月
に
開
設
し
た
専
門
家
に

よ
る
個
別
相
談
窓
口
（
無
料
）
の
利
用
件

数
（
延
べ
）
が
10
月
末
ま
で
に
１
０
０
件

と
な
り
ま
し
た
。

　

相
談
日
は
、週
２
日（
１
日
４
件
）、７
月

４
回
・
13
件
、
８
月
8
回
・
23
件
、
９
月
7

回
・
30
件
、
10
月
９
回
・
34
件
の
合
わ
せ
て

28
回
・
１
０
０
件
と
利
用
件
数
が
月
を
追

う
毎
に
増
加
し
て
い
る
状
況
で
す
。　

　

専
門
相
談
員（
社
会
保
険
労
務
士
、中
小

企
業
診
断
士
・
藤
田
貴
史
さ
ん
）を
配
置
し

た
同
相
談
窓
口
。
相
談
は
、「
申
請
準
備
が

難
し
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
国
の
家
賃
支

援
給
付
金（
電
子
申
請
）、
同
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金（
持
続
化
補
助
金
）に
関

す
る
も
の
が
多
く
、次
い
で
道
の
支
援
金
、

国
の
持
続
化
給
付
金
な
ど
。
同
窓
口
へ
の

相
談
者
で
、「
支
給
の
遅
れ
」
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
家
賃
支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た

と
い
う
報
告
も
届
い
て
い
ま
す
。

　

同
相
談
窓
口
は
12
月
28
日
ま
で
。
11
月

中
旬
以
降
は
、11
月
12
、16
、19
、24
、26
、30

日
、12
月
３
、７
、10
、14
、17
、21
、24
、28
日

に
予
定
。
予
約
優
先
で
、
午
前
・
午
後
各
2

回（
9
時
～
、10
時
半
、1
時
、2
時
半
）、1

件
最
大
90
分
。
会
場
は
北
見
経
済
セ
ン
タ

ー
会
議
室
。お
問
い
合
わ
せ
は
、地
域
振
興

部（
℡
23
ー
４
１
１
１
）へ
。

（
担
当　

後
藤�

達
哉
）

「新北海道スタイル」構築事業として

会員の飲食店等を巡回し助言・点検

　
商
品
券
事
業
に
協
賛
し

　
登
録
加
盟
店
に
消
毒
液
配
布

　
コ
ロ
ナ
個
別
相
談
窓
口

　
10
月
ま
で
に
相
談

100
件
突
破
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当
所
が
作
成
し
た
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
が
「
分

か
り
や
す
い
」
と
好
評
で
す
。
２
０
０
０

部
印
刷
し
、
会
員
事
業
所
に
配
布
。
さ
ら

に
２
０
０
部
増
刷
し
ま
し
た
。

　

同
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
不
安
と
と
も
に

「
事
業
所
で
の
具
体
的
な
対
応
が
分
か
ら

な
い
の
で
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

当
所
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
北

見
保
健
所
の
協
力
を
得
て
、
対
応
方
法
に

つ
い
て
、
Ａ
３
判
に
分
か
り
や
す
く
ま
と

め
印
刷
し
た
も
の
で
、
9
月
に
会
員
事
業

所
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

「
調
子
が
悪
い
」（
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の

症
状
）
か
ら
始
ま
り
、
受
診
が
必
要
な
場

合
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
企

業
・
従
業
員
の
対
応
を
、「
濃
厚
接
触
者
」

な
ど
専
門
用
語
の
説
明
も
交
え
、
段
階
的

に
示
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、

従
業
員
の
感
染
リ
ス
ク
が
常
態
化
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
事
業
所
に
掲
示
す
る

な
ど
し
、
従
業
員
に
周
知
し
、
万
が
一
の

場
合
の
備
え
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
チ
ャ
ー
ト
で
強
調
し
た
「
企
業
の
普

段
か
ら
の
備
え
」
は
以
下
の
と
お
り
。

　

１�

コ
ロ
ナ
対
策
責
任
者
（
担
当
者
）、

報
告
基
準
・
ル
ー
ト
の
決
定

　

２�

陽
性
者
が
出
た
場
合
の
対
外
的
な
公

表
方
法
、
監
督
官
庁
等
へ
の
報
告
基

準
の
確
認

　

３�

特
別
休
暇
・
手
当
、
在
宅
勤
務
に
つ

い
て
、
労
使
で
協
議
し
従
業
員
が
安

心
し
て
休
め
る
環
境
の
整
備

　

４
清
掃
業
者
の
確
保

　

５�

消
毒
薬
剤
等
の
常
備
と
消
毒
作
業
の

励
行

　

６�

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定

検
討

※�
詳
細
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kitam
icci.or.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
担
当　

服
部�

浩
司
）

「
分
か
り
や
す
い
」
と
好
評 

２
０
０
枚
増
刷

当
所
独
自
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

全体の業況Ｄ・Ｉ値　前年比大幅悪化、前期比好転
前年比  建設業好転、4 業種大幅悪化

■ 2020 年度第Ⅱ四半期の景気動向調査結果
　（10 月16 日、市内５業種 150 社、回答率 80.0％）
　業況（７～９月の全体の動き）は、前年と比べ「好転企業」
11.7％、「悪化企業」60.8％。「好転」から「悪化」を差し
引いたＤ・Ｉ値（景気動向指数）はマイナス 49.1。前年（マ
イナス12.8）と比べ 36.3 ポイントの悪化、前期（マイナス
54.1）と比べ 5.0 ポイント好転しています。　
　業況の業種別Ｄ・Ｉ値は、全業種がマイナスで、製造業
68.0、サービス業 57.1、小売業 55.2、卸売業 52.4、建設業
12.5。前年同期と比べ、製造業 68.0、サービス業 57.1、小
売業 37.9、卸売業 29.3 ポイントの大幅な悪化、建設業だけ
が 8.4 ポイント好転。
　製造業の生産高Ｄ・Ｉ値はマイナス 52.0 で、前年と比べ
48.2 ポイント悪化。建設業の完成工事高Ｄ・Ｉ値はマイナス
4.2 で、同 29.1 ポイント好転しています。　
　来期の見通し（10 ～12 月）を全業種でみると、「好転企業」
11.7％「悪化企業」58.3％で、Ｄ・Ｉ値マイナス 46.6。前年と
比べ 19.2 ポイントの悪化。コロナ禍の中、厳しい状況が続く
見通しとなっています。
　全業種の経営上の問題点としては、「人材不足」がトップ、「得
意先減少」「諸経費増」「人件費増」「同業者間の競合」の順
で、前回の 1・2 位が入れ替わり。業種別では、製造業、卸
売業、小売業の 1 位は「得意先減少」となっています。
　業界の問題点、新型コロナによる影響の記述でも「イベン
ト減少による売上減」（卸売業、サービス業）、「客足減少」（小
売業）、「売上の回復は厳しい状況」（サービス業）、「動きが
つかみづらい」（製造業）、「仕事量がみえない」「会議・会合
がなく情報不足気味」（卸売業）など、先行きの厳しさや不
透明感が浮き彫りとなっています。　　　　（担当　武田�卓）
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
企
業
組
合
北
見
産
学

医
協
働
セ
ン
タ
ー
（
有
田
敏
彦
代
表
理
事
・

北
見
工
業
大
学
教
授
）
が
製
造
・
販
売
し

て
い
る
マ
ス
ク
用
の
消
臭
・
殺
菌
ス
プ
レ

ー
「
マ
ス
ク
de
オ
ド
ラ
ン
ト
」
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
19
年
に
北
見
工

業
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
設

立
。
Ｉ
Ｔ
業
務
の
受
託
、
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
、

自
社
製
品
、
地
域
発
商
品
な
ど
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
マ
ス
ク
de
オ
ド
ラ
ン
ト
」
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
マ
ス
ク
不
足
の
中
、
北
見
工
大
生

の
た
め
に
、
マ
ス
ク
を
快
適
に
長
持
ち
さ

せ
よ
う
と
商
品
化
。
殺
菌
作
用
が
あ
る
エ

タ
ノ
ー
ル
（
60
％
未
満
）、
北
見
産
の
ハ

ッ
カ
や
ハ
マ
ナ
ス
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
精

油
を
配
合
し
香
り
付
け
し
た
４
種
類
。

　

マ
ス
ク
の
ど
ち
ら
の
面
か
ら
で
も
塗
布

し
て
使
用
す
る
も
の
。
30
㍉
ボ
ト
ル
詰
め

６
６
０
円
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
北

見
薄
荷
記
念
館
（
蒸
溜
館
）、
パ
ラ
ボ
な

ど
の
協
力
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
販
売
を
開
始
し
、
需
要

に
追
い
つ
か
な
い
時
期
も
経
て
、
10
月
中

旬
ま
で
に
２
０
０
０
個
を
販
売
す
る
ヒ
ッ

ト
商
品
に
。
女
性
の
中
に
は
、
マ
ス
ク
が

必
須
の
ウ
イ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
中
、
同
商
品

が
「
手
放
せ
な
い
」
と
の
フ
ァ
ン
も
。

　

こ
の
商
品
の
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
５

年
ほ
ど
前
か
ら
、
消
臭
剤
と
し
て
販
売
し

て
い
た
「
オ
レ
ン
ジ
de
セ
ゾ
ン
」「
ラ
ー

チ�

de�

オ
ド
ラ
ン
ト
」
の
商
品
化
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
と
の
こ
と
。

　

８
月
か
ら
は
ハ
ッ
カ
と
ハ
マ
ナ
ス
を
使

っ
た
石
け
ん
を
商
品
化
。
贈
答
用
と
し「
マ

ス
ク
de
オ
ド
ラ
ン
ト
」
と
の
詰
め
合
わ
せ

の
販
売
も
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
商
品
は
、
消
臭
や
美
容
、
健
康

に
注
目
さ
れ
て
い
る
成
分
が
含
ま
れ
た
地

域
の
素
材
に
着
目
し
た
も
の
で
す
。

　

「
マ
ス
ク
de
オ
ド
ラ
ン
ト
」
の
販
売
好

調
が
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ら

う
機
会
と
な
り
、「
他
の
商
品
に
も
目
を

向
け
ら
れ
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
も
売

れ
て
い
ま
す
」
と
同
セ
ン
タ
ー
有
田
代
表

理
事
。

　

ウ
イ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
、「
今

後
も
ハ
ッ
カ
や
ハ
マ
ナ
ス
な
ど
地
域
の
香

り
に
こ
だ
わ
っ
た
商
品
開
発
（
消
臭
・
芳

香
剤
、
食
品
）、
用
途
の
拡
大
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。　

（
担
当　

宮
本�

幸
喜
）

　国の「Go�To�Eatキャンペーン」の取
扱店募集が10月26日から開始。都道府
県単位の食事券事業は、北海道商工
会議所連合会（道商連）が運営委託先
（北海道事業者）に採択され、準備が
進められています。
　食事券事業（食事券を使える取扱
店）への応募は、専用WEBサイト、商
工会議所等で「申込書」を入手し申請
窓口に郵送する方法。取扱店舗となる
ための認証基準では、接待を伴わない
店内飲食をメーンとする道内飲食店で、
「新北海道スタイル」「北海道コロナ通
知システム」など感染症対策の実践が
具体的に示されています。
　食事券１万円（1,000円券×10枚）を
8,000円で販売する予定（25％のプレミ
アム）。発行冊数は全道で100万冊。利
用期限は来年３月末、販売所は金融機
関などを予定しています。　
　詳細は、専用WEB（https://gotoeat-
hokkaido.jp)で確認してください。

道商連の運営により
「Go To Eat」食事券事業

10月26日から取扱店募集開始

「マスク de オドラント」
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国
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算
「
小
規
模

事
業
者
持
続
化
補
助
金
（
持
続
化
補
助

金
）」
の
「
第
３
回
コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
」

（
８
月
５
日
締
め
切
り
）
の
採
択
事
業
者

が
10
月
30
日
（
金
）
に
発
表
。
当
所
を
通

じ
た
申
請
で
は
6
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
の
採
択
率
は
34
％（
申
請
3
万

７
３
０
２
件
、採
択
1
万
２
６
４
４
件
）で
、

第
１
回
・
２
回（
82
％
、81
％
）と
比
べ
大
幅

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
補
助
金
は
、
小
規
模
事
業
者
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
乗
り

越
え
る
た
め
に
行
う
販
路
開
拓
等
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
る
も
の
。

　

コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
の
補
助
率
は
、
４

分
の
３
（
非
対
面
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ

の
転
換
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
）
と
、

３
分
の
２
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
き
損

へ
の
対
応
）
で
、
い
ず
れ
も
上
限
１
０
０

万
円
。
さ
ら
に
上
乗
せ
枠
と
し
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み

（
事
業
再
開
枠
）
に
係
る
経
費
が
補
助
（
上

限
50
万
円
）
さ
れ
ま
す
。�

　

コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
は
、
第
４
回
の
申

請
が
10
月
上
旬
に
締
め
切
ら
れ
ま
し
た
が
、

第
５
回
（
申
請
締
め
切
り
12
／
10
）
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
一
般
型
」第
4
回
は
2
月
締
め
切
り

　　

当
所
で
は
「
一
般
型
」
を
含
め
、
小
規

模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を
申
請
す
る
事

業
者
を
サ
ポ
ー
ト
（
申
請
に
必
須
の
経
営

計
画
書
作
成
支
援
・
助
言
）
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
型
は
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
顧
客

開
拓
を
目
的
と
し
た
販
売
促
進
に
係
る
経

費
の
３
分
の
２
（
最
大
50
万
円
）
を
補
助

す
る
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
特
別
対
応
型
と
同
様
に
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み
経

費
補
助
（
補
助
率
１
０
０
％
、
上
限
額
50

万
円
）
な
ど
の
上
乗
せ
枠
も
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
般
型
の
第
４
回
の
締
め
切
り
は
来
年

２
月
５
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
担
当　

竹
中�

秀
之
）

第５回分（12/10締め切り）新設される
令和２年度３回分は6件採択  

  持続化補助金 「コロナ特別対応型」
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女
性
会
の
９
月
例

会
が
29
日
、
28
人
の

出
席
に
よ
り
北
見
経

済
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

研
修
部
会
に
よ
る

講
話
は
、
北
見
赤
十

字
病
院
の
荒
川
穣
二

院
長
を
講
師
に
迎
え
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
地
域
医
療
」

に
つ
い
て
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

荒
川
院
長
は
、
北

見
市
内
で
発
生
し
た

道
内
初
の
ク
ラ
ス

タ
ー（
感
染
者
集
団
）

に
際
し
た
近
隣
病
院

と
の
連
携
、
同
感
染

症
に
係
る
早
期
の
院

内
対
策
本
部
設
置
、
院
内
感
染
対
策
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。

　

そ
の
上
で
、
同
感
染
症
や
高
齢
社
会
に

お
け
る
地
域
医
療
の
崩
壊
回
避
に
は
「
他

地
域
と
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
、
広
域
連

携
が
重
要
」
な
ど
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
第
53
回
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
倉
敷
総
会
（
10
／

23
）
の
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
（
倉
敷
か
ら
の
生
中
継
）
が
説

明
さ
れ
、
多
く
の
会
員
の
視
聴
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
担
当　

池
亀�

由
基
）

　

青
年
部
の
10
月
例

会
が
13
日
、「
Ｄ
y
ｎ

ａ
m
ｉ
ｃ���

ｔ
ｏ���

ｔ
ｈ
ｅ���

ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
！
～
繋

が
り
が
強
力
な
絆

に
！
～
Ｏ
Ｎ
Ｅ�

Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
」
を
テ
ー
マ

に
会
員
49
人
の
出
席

に
よ
り
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
の
新
役

員
体
制
下
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
９
月
ま
で
例
会

な
ど
会
員
が
集
う
行

事
を
自
粛
し
て
い
ま

し
た
。

　

10
月
例
会
で
は
、
小
村
忠
義
会
長
が
所

信
を
表
明
。
任
期
中
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
10

月
例
会
の
テ
ー
マ
）
に
つ
い
て
説
明
、
結

束
を
促
す
と
と
も
に
、「
創
立
20
周
年
を

通
じ
強
力
な
絆
を
構
築
す
る
」
な
ど
の
基

本
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
村
会
長
か
ら
随
行
一
臣
直
前

会
長
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
各
委

員
会
の
正
副
委
員
長
が
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。

　

会
員
が
集
う
同
例
会
で
、
会
長
は
じ
め
、

新
役
員
が
直
に
思
い
な
ど
を
伝
え
た
こ
と

で
、
会
員
は
気
持
ち
を
新
た
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
活
動
に
意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
参
加
も
可
能
と
し
た
同
例
会
。

「
３
密
」
回
避
の
た
め
時
間
短
縮
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

�

（
担
当　

武
田�

卓
）

スローガンを説く小村会長

荒川院長の説明を熱心に聞く会員　

〈女性会〉９月例会

荒川北見赤十字病院長を招き
　　「新型コロナと地域医療」学ぶ

〈青年部〉10月例会

会員が集う行事を再開し、
　　小村会長らが会員を前に抱負
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〈知財に関する無料相談会〉
次回は11月26日 要予約

　当所とＩＮＰＩＴ（独立行政法人工業所有権情報・研修館）北海道知

財総合支援窓口共催の「知財に関する無料相談会」が９月24日、北見経

済センターで開かれました。次回は11月26日（要予約）。お気軽にご相談く

ださい。　　　　　　　　　　　　　　　　���（担当　古川�佳佑）

〈企業経営に係る相談窓口〉
オホーツク産学官融合センター

　当所が運営するオホーツク産学官融合センター（柏陽町・北見工大社

会連携推進センター１階）では、窓口相談や専門家による相談、併設の北

海道知財総合支援窓口北見サテライト（テレビ会議システム）による特

許・商標など知的財産に関わる相談に応じています。　

　また、移動個別相談会を毎週水曜日、北見経済センターで行っています

（予約制）。各種相談は無料。�お問い合わせは同センター�（℡57‐5677）へ。　　　　　　　　　　　　　　　　　�������

（担当　池田�嘉孝）

�

中小企業総合支援センター　
　当所内に設置されている公益財団法人北海道中小企業総合支援セン

ターオホーツク支部では、職員３名（うち２名非常勤）体制で中小企業・小

規模事業者のさまざまな経営課題に係る相談に応じています（無料）。

お問い合わせは同オホーツク支部（℡31‐1123）へ。

各種相談無料

新入会員紹介
 （入会日　令和２年８/20 ～10/19）  

■ＧＲＥＥＮ　ＣＡＦＥ
　（小山内恭平さん、北斗町２丁目５－15、飲食業）
■楽読　北見鴨頭スクール
　（�田辺弘典さん、北進町１－13－22第二ツチヤハイツＨ号室、速読教室）
■オートエクセル
　（�成田秀さん、西三輪４丁目719－２、自動車販売・リース・車検・各
種修理）

■焼肉ほりぐち
　（堀口久男さん、高砂町６－１、焼肉店）
■㈱アミューズキッチン
　（�村上彰さん、北５条西３丁目13－１プラザジョイフルビル１階、鉄板焼・
居酒屋）               

■㈲豊徳（中根慎二さん、北５条西３丁目11、居酒屋）

ご入会ありがとうございます
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　「竈門炭治郎（かまどたんじろう）」をご

存じですか？

　「竈門炭治郎」は、最終回を迎えた今で

も人気がさめやらない漫画「鬼滅の刃(き

めつのやいば)」の主人公です。

　連載開始は2016年。大正時代を舞台に

主人公が鬼と化した妹を人間に戻す方法を探す

ために戦う姿を描いた漫画ですが、TVアニメ化

を機に現在、一大ブームとなっています。

　小さな子どもも「鬼滅」を読み、「人間と鬼」が抱

く心の闇と光に、子どもなりに思いを巡らせて夢

中になっていることに驚きをおぼえます。

　いわゆる「子ども向けのマンガ」でないことも

ひとつのポイントで、人間の創造力や感受性の入

り口の広さを実感させられました。

　まだ、読んだことのない人はぜひご一読を！！

漫画「鬼滅の刃」に人間の創造力や
　　　感受性の入り口の広さ実感【11月】

◆11日� �三役会、オホーツク産学官融合センター移
動相談会（18・25日）、経営安定特別相談室道
東地区協議会（釧路市）

◆13日� 工業・理財・建設業部会
◆15日� 簿記検定
◆19日� 創立80周年記念式典
◆22日� 福祉住環境コーディネーター検定
◆23日� 北海道観光マスター検定
◆24日� 三役会
◆26日� 知財無料相談会
　� 東北海道商工会議所事務局長会議（帯広市）
◆29日� カラーコーディネーター検定

【12月】
◆１日� �商業・運輸車輌部会
◆２日� �オホーツク産学官融合センター移動相談会
� （9・16・23日）
◆５日� 2020きたみde婚カツ
◆６日� ビジネス実務法務検定
◆８日� サービス業部会
◆10日� 三役会
◆13日� eco検定
◆28日� 仕事納め

　「Ｄ-style」は、給排水衛生・冷暖房・空調設備工事など

の設計・施工をメーン業務に、今年創業５年目を迎えまし

た。代表の出口達郎さん（42）は湧別町出身で、北見市内

の設備会社に約18年勤務し同社で独立。「これまでの経

験と人とのつながりの中で開業・営業させていだいていま

す」と出口さん。現在、スタッフは自身を含め５人。写真は

事務所外壁に掲げた水回りと空調工事ＰＲの看板デザイ

ン。�「現在の業務のほか、いろんなことに挑戦したい」と、

社名は将来の幅広い業務も想定し命名。年内の自社ＨＰ

開設や法人化を予定。「従業員の満足度を高め、お客様

の満足度につなぎ、『三方よし』に少しでも近づく」とのビ

ジョンのもと、その具体化を練っているようです。

北見市とん田東町470-8　 ℡33-4961

　平成６年に創業し

た�「焼肉ほりぐち」。�

店主の堀口久男さん

（60）は、実 家 の 畜 産

業・精肉店（佐呂間町）

で培った目利き・技術

で他店にはない「丸ホ

ルモン」を看板メニューに育てました。平成20年に

は改装し当初の倍以上の収容人数に拡大しました。

「肉」に関わるキャリア約40年の堀口さんは「肉では

妥協しない」姿勢を貫いています。肉を求めて問屋

と全国の産地に赴きました。仙台和牛に出会うも長

年、取引先として相手にされなかったという苦い経

験も。肉のメニューは40以上。午後5時の開店に向け、

午前中から仕込む毎日でも「死ぬまで店を続けた

い」と話す堀口さん。夢の「超わがままな焼肉店」の

構想も持ち続けています。　　

北見市高砂町６-1 　℡23-9444

建築設備・管工事で起業、法人化を予定

Ｄ-style（ディースタイル）

肉と関わり40年、午前から仕込み・妥協しない

 焼肉ほりぐち
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